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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

ティラミスNO.6オリジナル
グランプリ

瓶⼊りで中⾝が⾒え、映える

⾃家製チーズクリームがいつまでも⾷べていられる美味しさ

蓋を開けた瞬間にココアの⾹りがフレッシュに感じる
消費者との繋がりを⼤切に思う気持ちがあり好感が持てる
冷凍なので好きなタイミングで解凍して⾷べられるのが良い

パッケージに商品名も原材料のシールなどもなく不信感が湧く
競合他社が多い中でもう少し差別化を明確にした⽅が良い
ネーミングのNo.6のナンバーの意味合いが伝わりにくい

瓶が縦⻑でカーブがあり⾷べにくい

農薬検査、トレーサビリティ管理がされていないのが残念
⾒た⽬に印象が⼩さく⾒える為、価格が合わないと感じる
配布のスプーンに配慮がないのが勿体ない

エスプレッソの苦味と⾹りがしっかりしていて良い

⼿に持って⾷べられる⼤きさが⼿軽で良い

第83回（2024年11⽉）

2.4%

点数分布として⾦賞相当が28％、グランプリ相当が72％を占め
た結果、総合評価92％で【グランプリ】となりました。グラフが
⾼得点に寄った理由として、「ティラミス」という分かりやすい
商品ジャンルで美しい⾒た⽬に合う期待通りの美味しさに満⾜し
たという意⾒が多数ありました。⼜、アンケートでも「この商品
に興味がある」が86.2％「この商品をターゲットにする客層は多
い」が84.5％と⾼く、多くの⽅が興味を持っていることが⾒てと
れます。⼀⽅、⾦賞の範囲にも少なからず点数が⼊り、評価が割
れたのは「この価格で買いたいと思う」「買いたくなるネーミン
グ」が６割弱でUSPについても多数の意⾒があったことが要因と
考えられ、今後に伸びしろのある商品だと感じました。
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93%

90%

88%

88%

88%

93%

要因分布として88％から93％の範囲に分布し、全体
的にバランスの良い⼤きな六⾓形となりました。

 特に味や⾹りなど五感からなる商品⾃体の魅⼒を表
す「内部的要因」と「素材・安全性要因」が93％で「表
⾯のココアパウダーの⾹り、マスカルポーネの軽い⾵味
がバランスよく⼤⼈のスイーツに相応しい」「マスカル
ポーネチーズを⾃社製造しているのが信頼できる」と⾼
評価でした。まさに「素材の新鮮さとバランスを重視し
ている」という御社の拘りがそのまま伝わる味覚を再現
していると⾔えます。外観から構成される「外部的要
因」も90％と⾼く「ガラス瓶の中にたっぷりと美しい層
をなしている」と映えが好印象でした。

まず初めに、スイーツ市場からティラミスに⼀点集中し「ティラミス専⾨店」として「あの時の幸福感
と感動を味わってほしい」と⾕町6丁⽬での思い出からインスパイヤされた「ティラミス」を再現し、ひ
とつひとつ⼼を込めて作る姿に敬意を表します。そこには選りすぐりの素材、裏付けされた技術があり、
ティラミスの魅⼒を全⼒で追求し、⻩⾦⽐に近づくまでの努⼒が伝わり感銘を受けました。
全体的に評価が⾼く内部的要因と外部的要因、素材要因で９割以上の⽅が「バランスの良い王道のティ

ラミスで美味」「ガラス瓶の中の世界観が美しい」「⾃家製マスカルポーネが良い」と⾼評価でした。⼜、
アンケートでも多くの⽅が「ティラミス」というジャンルに興味を持っていることが⾒てとれます。ただ、
点数が伸び悩んだ点もあり「ブランディング要因」「マネジメント要因」が88％で「商品の良さが伝わり
切れていない」「⾷べにくい」「価格の点で⾼価に感じる」などの意⾒がありました。

今後は、ブランディングで商品価値を⾼めることで価格に⾒合う商品にブラッシュアップしていけると
期待しています。公式HPの必要性や容器に対しても意⾒があったことから、⾷べ⽅の⼯夫として付属の
スプーンがあればもっと美味しく頂けるのにと思いました。縦に全ての層を掬える⼤きなティラミス専⽤
スプーンなど、これぞ「NO.6オリジナルティラミス」の望ましい⾷べ⽅だと⾔える程、⼝の中に広がる味
覚や⾆触りの醍醐味にうっとり、感動と幸福感へ誘ってくれるに違いありません。スパチュラのような素
材や⽊製も良いでしょう。⼜、”⾃家製マスカルポーネチーズを存分に味わいたい“という意⾒もあり、強
みである⾃社のマスカルポーネを前⾯に「マスカルポーネが主役のティラミス」「追いマスカルポーネ」
など差別化を図ることが出来る点で伸びしろを感じます。お⼆⼈の笑顔が「NO.6オリジナルティラミス」
と共に地域に愛されている様⼦が伝わり、更なる⾶躍と活躍を楽しみに応援していきたいと感じました。
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美味しさ分析レポート1

⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

粉吹きのココア⾊とクリーム⾊、
コーヒー⾊が層になっている

透明感はないがマスカルポーネの
ツヤを感じる

淡いクリーミーな⾊と濃いココア
⾊の２⾊濃淡

直径６㎝⾼さ約９㎝の円筒状の瓶
の中の世界観

⼗分に満⾜できる量

４層に重曹的な奥⾏きを感じる

チョコレートショップの⾹り

濃厚な⾹り、苦みも感じられる匂
い

ビターな⼤⼈のスイーツの⾹り、
少しのマイルドな匂い

全体的にまとまりのある⾹り

⼿作り感のある優しい⾹り

穏やかで静かな⾹りの中に⼀筋の
強さがある⾹り

⾒た⽬は粉吹きのココアパウダーが上に降り注ぎ、下へクリーム⾊、コーヒー⾊が層になっています。
⼿作りのマスカルポーネを連想させる淡いクリーミーな⾊、濃い⽬のコーヒーを思わせるダークなコー
ヒー⾊が優しい境界線の濃淡で表現されています。

⼤きさ直径６㎝、⾼さ約９㎝の円筒状の瓶の中のその表現に世界観を楽しみました。
ファーストインプレッションは、マスカルポーネをココアで閉じ込めたように⾹りが強くアプローチをか
けています。中の様⼦は瓶の外側から眺める閉ざされた世界観は、より⼀層興味が湧き、早く柔らかな本
体にスプーンを⼊れ、⼝に運びたいと妄想を巡らせました。

ビターな⼤⼈のスイーツ「ティラミス」は、誰もが⼀度は、⾷したことのあるスイーツで容易に想像す
ることが出来る安⼼感があります。穏やかで静かな⾹りの中に⼀筋の強さがある⾹りと⼿作り感のある外
観に、視覚・嗅覚が混沌とし⾷前に”早く⾷べたい“と待ちきれない思いになりました。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

深く⻑く続くコーヒーの酸味に余
韻がある
雑味のないすっきりとしたコー
ヒーとココアの優しい苦味
苦味に隠れるように主張しすぎな
い爽やかな発酵の旨味

優しい下⽀えのような役割の⽢味

⾃然由来の微かな塩味

背徳感のある夜中のご褒美スイー
ツの味

ココアとエスプレッソんの芳醇な
デュオの匂い

ひんやりと⼼地よい⾆触り

柔らかさの強弱の中に⼩さなリズ
ムがある
全体的に湿り気があり滑らかな⼝
当たり

モッタリとした粘性がある

フワッした⾆触りから少し⾆に残
る触性

強さと静けさを奏でる重厚なク
ラッシック演奏のよう

フワモムッとした⾷べ⼼地

ココアの⾹りに包まれながら、柔らかな本体にスプーンを縦半ばまで⼊れるとチーズクリームまでがす
くえます。優しい⼝触りでうっとりとまろやかなクリーミーさにホッとします。⼆⼝⽬は残りの縦ライン
を底まですくい⼝に運びます。⼀⼝⽬とは違う趣きで⽬が覚めるような本格的なエスプレッソを味わい、
更にクリーミーさを求め⼀⼝また⼀⼝と夢中で⾷べ進めていきました。

エスプレッソが染み込んだビスキュイは、苦みだけではなく⻑い時間余韻を醸し出す酸味に優れていま
した。コーヒー好きにはこのエスプレッソが満⾜度が⾼く⼤⼈のスイーツとして癖になるほど美味で１個
でも⼗分な味覚と量だと感じました。まさに王道のティラミスは、期待通りの味覚に安⼼感があります。
ココアの⾹りから始まり、マスカルポーネクリームの軽くて滑らかな⼝触り、エスプレッソの苦みと酸味
の伴⾛の⻑さ、少し残るビスキュイの⾆触り全てが⼀体となり、五感で楽しみながら“美味しさ”へと導い
てくれました。贅沢なデザートとして⾄福の時間に背徳感を感じつつも幸福感に満たされました。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

本格的なエスプレッソの味わいから苦味と共に⻑く感じられる
酸味が伴⾛し余韻を楽しめる

秋の夜⻑から冬の寒い季節こそ、しっかりとした重めのデザー
トが⾷べたくなる。ちょっと贅沢な時間を⼤事に過ごしたい時
に選んで⾷べるそんな「ティラミスNO.６オリジナル」

背徳感のあるデザート、誘惑のデザートとして強い印象を持つ
ティラミス。昨今イメージが⼀新、⾝近な濃厚デザートになっ
たがやっぱり私にとっては特別感がある

どこかしら贅沢なイメージのティラミスだからこそ、そのシ
チュエーションを⼤切に幸福感に浸りたい

五味 評点

酸味 3

苦味 4

うま味 4

⽢味 4

塩味 1

広義の味 評点

濃厚な味 5

深みのある味 4

クリーミー味 4

⾵味 5

新鮮な味 4

五感 評点

視覚 5

聴覚 3

触覚 4

味覚 5

嗅覚 5
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

蓋を開けた瞬間からココアが舞い⾹り⽴つ、視覚から⾒た⽬通りの味覚につい“顔がほころび”⾷べ進める
うちに⾼揚していくのが分かります。⼿に持って⾷べられる⼿軽さ、⼤きさ、重さ共に満⾜感があります。
「王道のティラミス」と⾔える程コーヒー好きが好む⼤⼈のティラミスでした。ただ、全体的に主役がエス
プレッソに押され気味で差別化できる“⼿作りマスカルポーネ”の存在が薄いという意⾒が多くありました。
視覚的にも実際は細かい層があるにも関わらず第⼀印象は２層に⾒え、少し物⾜りなさがあります。

昨今「ティラミス専⾨店」は全国に増加中ではありますが “⾷べログ”他、各種メディアに取り上げられ
オーナー夫妻の仲睦まじい姿とお店などの写真が好印象で、⼤阪旅⾏の際には寄ってみたいと思わせる魅⼒
があります。特にマスカルポーネチーズが⾃社製というのは、希少性がありPRポイントになります。ただ、
公式HPではなくインスタグラムからのECサイトというのは、購⼊しづらさがあり勿体なさを感じました。
もっと広く消費者に⼿が届くよう⾃社の公式サイトからのECサイトが必要かと感じました。

昨今のデザートは、⾼級感と仕⼊れのしやすさ、流通のしやすさなどから瓶⼊りスイーツが多く出回って
おり、どれも同じように⾒た⽬の「映え」を意識した商品で溢れています。コンビニや⾼級ストアでさえ
「ティラミス」がカップや瓶に⼊っているのがトレンドです。競合が多く⼿軽に楽しめる分、売れ残りもよ
く⾒かけます。そのような市場で、本商品はその路線で肩を並べるより素材に拘ったオリジナルの「マスカ
ルポーネを味わう」「超極上のティラミス」など差別化が図れるところに伸びしろを感じました。

今流⾏りの瓶ティラミスで外観からも期待感が⾼まりますが、競合も多く差別化が難しい点でもあります。
瓶についてるタグがNO.001で商品名はNO.6が付いているのが混乱します。説明がないとタグの意味が伝わり
にくいのも残念です。また、縦に深く⾸のような部分がある容器形状が味覚のバランスにも影響し、容器が⾒
た⽬以外の全てに関わるほど重要で本来ティラミスはラザニア⽫のような浅い容器ですが、本商品は形状的に
味のバランスが変わってしまっているという意⾒が多く⾒られました。

路地裏の隠れ家的なお店というシチュエーションも魅⼒的で、今回の「ティラミスNO.6オリジナル」だけ
ではなく季節のティラミスなど華やかな商品もあり好印象を受けました。瓶6つとティラミス1個の交換は
SDGsな取り組みで好感が持てます。ただ、お店の所在地でもあり、商品開発での温かいスト―リーである
「⾕町６丁⽬」と会社所在地である新宿の関係性に違和感を感じました。ブランドとしてまだ若いお店なら
ではの柔軟性を⽣かし、訪問しなくても魅⼒が伝わるよう今後更なる成⻑に期待感が膨らみます。

素材について「⾃家製マスカルポーネチーズ」という点に魅⼒を感じ、もっと味わいたいという意⾒が多
く⾒られました。⾖から厳選したエスプレッソとのバランスも絶妙で⼤変美味でした。ただ、素材の放射性
物質検査や、農薬検査などにも配慮があると更に安⼼できます。⼜、素材への拘りとしては、フェアトレー
ドのコーヒーを使う、⼩⻨粉や卵なども産地の表記をする、⾃然由来の添加物であっても不使⽤にするなど、
⼿作り感や安⼼安全素材を前⾯に出した⽅がブランドイメージにしっくり馴染むと思いました。
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